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令和６年度一般会計予算　　   91億6,728万円
令和 6 年度全会計純計予算　148億2,796万円
※国民健康保険事業などの４つの特別会計、農業集落排水事業・水道事業・病院事業の３つの企業会計を
　加えた全会計の純計（重複分を差し引いた）

歳入 「入るお金」
　町税は町民税の収入見込減により、10億9,450

万6千円（前年度比 4.1％減）となっており、

自主財源の総額は28億9,041万4千円（構成比

31.5％）を見込んでいる。

　また、地方交付税は29億円（前年度と同額）、

国 庫 支 出 金は10億2,794万7千円（ 前 年 度 比

10.5％増）、県支出金は11億380万1千円（前年

度比 5.7％増）、町債は7億6,051万1千円（前年

度比 2.5％減）をそれぞれ見込んでいる。

歳出 「出るお金」
　義務的経費は31億375万2千円（構成比 33.9％）、
うち人件費は13億9,750万8千円（前年度比 8.0％
増）、扶助費は児童手当、障害福祉サービス、
私立保育所運営費の増等により、11億1,287万
9千円（前年度比 4.7％増）、公債費は 5億9,336
万5千円（前年度比 16.9％増）となっている。
　投資的経費は新文化拠点整備、農業基盤整備、
観光施設整備等の増により、19億7,970万9千円

（前年度比 14.5％増）、物件費は、新文化拠点
備品購入費、書かない窓口導入経費等の増によ
り、12億3,566万円（前年度比 3.6％増）、補助
費は、高吾北広域事務組合負担金（特別養護老
人ホーム及び養護老人ホームの運営に係る負担
金等）の増により、11億8,277万2千円（前年度
比 9.5％増）となっている。

※水道事業および病院事業会計の予算額は（収益的支出額 + 資本的支出額）を計上しています。
※予算額は、千円の位で四捨五入しておりますので、合計額が合わない場合があります。

令和 6 年度各会計の当初予算 （単位：円）
令和 6 年度 令和 5 年度 比較増減

一般会計 91 億 6,728 万 85 億 7,941 万 5 億 8,787 万

特 
別 
会 
計

国民健康保険事業 17 億 9,755 万 17 億 6,863 万 2,892 万
学校給食 6,366 万 6,312 万 55 万

介護保険事業 18 億 5,560 万 18 億 5,805 万 ▲ 246 万
後期高齢者医療事業 2 億 6,623 万 2 億 5,671 万 952 万

計 39 億 8,304 万 39 億 4,651 万 3,653 万
農業集落排水事業 5,594 万 4,365 万 1,228 万

水道事業 4 億 9,218 万 3 億 8,878 万 1 億 341 万
病院事業 20 億 4,192 万 20 億 350 万 3,842 万

総計 157 億 4,036 万 149 億 6,185 万 7 億 7,851 万
重複額 ( 他会計操出金 ) 9 億 1,240 万 9 億 4,132 万 ▲ 2,892 万

全会計純計 148 億 2,796 万 140 億 2,053 万 8 億 743 万
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 議会中継に関
 する事業

4,063万円

議
会
中
継
に
向
け
て
の

ハ
ー
ド
整
備
と
映
像
配
信
等

の
稼
働
に
向
け
て
の
準
備
。

（
実
施
設
計
・
改
修
工
事
費
含

む
）

この事業に議会が注目！
令和 6 年度予算

令和６年度の当初予算の中から、議会が注目する事業を紹介します。

 総務一般管理費

1,715万円

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
確
実
な
推

進
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
業

務
効
率
の
向
上
を
目
指
し
た

取
り
組
み
。
職
員
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

関
係
相
談
窓
口
外
部
委
託
な

ど
。

 観光協会補助
 運営費

1,808万円

ポ
ス
ト
「
ら
ん
ま
ん
」
に

向
け
た
観
光
振
興
の
推
進
。

 地域公共
    交通事業

5,707万円

さ
か
わ
ぐ
る
ぐ
る
バ
ス
の

運
行
、
黒
岩
観
光
路
線
バ
ス

補
助
金
、
地
域
公
共
交
通
会

議
の
運
営
な
ど
。

 移住促進事業

2,886万円

移
住
希
望
者
の
相
談
窓
口

設
置
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
件
数
増
加
等
に
よ
る
移

住
促
進
を
図
る
。

「書かない窓口」
 構築事業

4,630万円

窓
口
で
の
届
書
、
申
請
書

の
作
成
支
援
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
来
庁
者
の

利
便
性
向
上
を
図
る
。
ま
た
、

合
わ
せ
て
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を

導
入
し
、
来
庁
せ
ず
に
対
象

の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 高知県あったか
 ふれあいセンター事業

6,372万円

「
集
い
」「
訪
問
」「
生
活
支

援
」
な
ど
の
機
能
を
有
す
る

地
域
福
祉
の
拠
点
。
町
内
５

地
区
に
整
備
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
に
委
託
。
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
水
準
に
準
じ

た
人
件
費
の
引
き
上
げ
。

 乳幼児医療費
 助成事業

4,270万円

子
ど
も
の
医
療
費
保
険
適

用
の
自
己
負
担
分
を
助
成
。

令
和
６
年
４
月
よ
り
、
対
象

年
齢
を
15
歳
か
ら
18
歳
に
引

き
上
げ
。

 持続可能な
 林業推進事業

2,141万円

持
続
可
能
な
森
林
整
備
を

推
進
す
る
た
め
、
林
業
の
担

い
手
育
成
研
修
や
管
理
が
で

き
て
い
な
い
町
内
山
林
の
集

約
を
行
う
。ま
た
、木
育（
ウ
ッ

ド
ス
タ
ー
ト
）
を
継
続
し
て

行
う
こ
と
で
、
普
及
啓
発
に

つ
な
げ
る
。
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 基盤整備事業

２億2,019万円

農
業
水
利
施
設（
堰
、農
道
、

水
路
な
ど
）
維
持
修
繕
の
た

め
の
計
画
策
定
及
び
長
寿
命

化
工
事
を
行
う
。
令
和
６
年

度
は
久
万
田
堰
な
ど
の
補
修
・

改
修
工
事
を
実
施
す
る
。

 ふるさと寄附
 推進事業

2億3万円

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
増
加

に
よ
る
、
自
主
財
源
の
確
保

と
生
産
者
・
事
業
者
の
所
得

向
上
を
目
的
と
し
、
新
た
な

返
礼
品
の
開
発
、
Ｐ
Ｒ
促
進

(

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
追
加)

を
実
施
す
る
。

 地方道路
    交付金事業
2億9,942万円

主
要
町
道
の
改
良
事
業
、

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
し
て

橋
梁
修
繕
、
町
道
法
面
の
安

全
対
策
、
加
茂
地
区
道
路
改

良
等
を
行
う
。（
斗
佐
ト
ン
ネ

ル
の
照
明
改
修
工
事
な
ど
）

 新文化拠点　
 佐川町立図書館 さくと

5億4,632万円

新
文
化
拠
点
整
備(

２
年

目)

及
び
開
館
準
備
、
学
校
・

社
会
教
育
施
設
の
老
朽
化
に

よ
る
更
新
整
備
な
ど
ハ
ー
ド

事
業
が
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

増
大
。

10
月
よ
り
の
開
館
準
備
、

12
月
よ
り
の
運
営
費
。

 木造住宅耐震化
 支援事業

9,467万円

戸
別
訪
問
等
の
推
進
策
に

よ
り
耐
震
診
断
か
ら
耐
震
工

事
に
つ
な
げ
、
住
宅
耐
震
化

率
の
向
上
を
図
る
。

 地域振興策
 関連事業

2億820万円

加
茂
地
区
地
域
振
興
策
と

し
て
道
路
改
良
、
河
川
護
岸

整
備
、
路
側
修
繕
、
舗
装
修

繕
を
引
き
続
き
行
う
。

※
建
築
計
画
イ
メ
ー
ジ
図

条 

例 

関 

係

佐
川
町
課
設
置
条
例
の

一
部
改
正

　

町
民
課
と
税
務
課
を
廃
止

し
、
統
合
し
て
住
民
課
と
改

め
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一部
改
正

　

令
和
６
年
４
月
１
日
よ

り
、
任
期
が
６
月
以
上
の
フ

ル
タ
イ
ム
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉

手
当
を
支
給
す
る
。

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ

れ
る
一
般
職
に
属
す
る

職
員
の
給
与
の
種
類
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例

の
一部
改
正

　

令
和
６
年
４
月
１
日
よ

り
、「
勤
勉
手
当
」を
加
え
る
。

空
き
家
活
用
住
宅
の
管

理
運
営
に
関
す
る
条
例

の
一部
改
正

　

現
行
の
契
約
期
間「
５
年
」

を
、「
町
の
借
り
上
げ
期
間

満
了
日
」
と
す
る
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　

第
２
条
の
保
険
料
率
を

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年

度
に
改
め
、
各
区
分
に
応
じ

た
額
に
改
正
す
る
。

介
護
手
当
支
給
条
例
の

一部
改
正

　

受
給
資
格
の
再
認
定
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
の
町
長
に

申
請
し
認
定
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
期
限
を
、「
毎

年
度
８
月
」
か
ら
「
毎
年
度
」

に
改
め
る
。

給
水
条
例
の
一部
改
正

　

給
水
装
置
の
修
繕
の
除
外

を
定
め
た
厚
生
労
働
省
令
を

国
土
交
通
省
令
に
改
め
る
。

第
７
期
佐
川
町
障
害
者
福

祉
計
画
・
第
３
期
佐
川
町

行
事
福
祉
計
画
の
策
定

　

計
画
期
間
を
令
和
６
年
度

か
ら
令
和
８
年
度
と
す
る
。

第
９
期
佐
川
町
高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
の
策
定

　

計
画
期
間
を
令
和
６
年
度

か
ら
令
和
８
年
度
と
す
る
。
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基
金
積
立
金
事
業
費

２
億
１
６
３
８
万
円

公
共
施
設
等
整
備
基
金
、

減
債
基
金
積
立
へ
の
積
立
金

基
盤
整
備
事
業

７
０
０
万
円

馬
の
原
ト
ン
ネ
ル
定
期

点
検
及
び
機
能
保
全
計
画
策

定
業
務
増
加
の
た
め

小
学
校
管
理
費

６
０
１
万
円

教
科
書
改
訂
に
伴
う
指

導
書
及
び
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

購
入
費

（単位：円）
会計別 補正額 補正後の額

一般会計 △ 3 億９,９５５万 ８８億８,０５９万

特
別
会
計

国民健康保険事業 △ 1,485 万 １８億３,３８２万

農業集落排水事業 △ 643 万 ３,７２３万

介護保険事業 △ 5,398 万 １８億１,３９６万

後期高齢者医療事業 △ 270 万 2 億 5,827 万

水道事業 △ 2,237 万 3 億６,６４１万

学
校
の
業
務
量
に
見

合
っ
た
教
職
員
配
置

と
長
時
間
労
働
を
抑

制
す
る
た
め
教
員
に

残
業
代
を
支
給
可
能

と
す
る
給
特
法
の
改

正
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　

　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
長

　
　
　
　
　
　
齋
藤　
光

　

教
職
員
の
長
時
間
過
密
労

働
と
学
校
へ
の
教
員
未
配
置

の
問
題
が
、
本
県
の
学
校
教

育
に
も
深
刻
な
影
響
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

　

教
員
が
ゆ
と
り
を
も
っ
て

教
育
活
動
に
専
念
す
る
た

め
、
必
要
な
教
員
を
正
規
教

員
で
確
保
す
る
こ
と
と
同
時

に
、
教
員
の
長
時
間
過
密
労

働
を
解
消
す
る
た
め
の
、
給

特
法
の
改
正
が
必
要
。

　

よ
っ
て
次
の
事
項
を
強
く

要
請
す
る
。

　

①
国
の
責
任
で
、
学
校
の

業
務
量
に
見
合
っ
た
教
職
員

配
置
を
進
め
る
た
め
、
定
数

法
（
公
立
義
務
教
育
諸
学
校

の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定

数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
、

公
立
高
等
学
校
の
適
正
配
置

及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
等

に
関
す
る
法
律
）
の
改
正
を

す
る
こ
と
。

　

②
長
時
間
労
働
を
抑
制
す

る
た
め
、
教
育
職
員
に
残
業

代
を
支
給
可
能
と
す
る
給
特

法
の
改
正
を
お
こ
な
う
こ

と
。

「
中
山
間
地
域
の
訪

問
介
護
事
業
支
援
」

に
関
す
る
意
見
書

　

提
出
者　
岡
林　
哲
司

　

高
知
県
の
中
山
間
地
域
に

お
い
て
訪
問
介
護
事
業
が
危

機
に
瀕
し
て
い
る
。

　

２
０
２
３
年
の
訪
問
介
護

事
業
所
の
倒
産
数
は
全
国
で

67
件
、
高
知
県
で
は
８
事
業

所
が
閉
所
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
厚
生
労
働
省

が
決
定
し
た
２
０
２
４
年
度

の
介
護
報
酬
改
定
に
よ
り
、

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
本

報
酬
は
２
％
以
上
の
引
き
下

げ
と
な
っ
た
。
同
一
敷
地
内

や
近
隣
の
利
用
者
に
効
率
的

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

都
市
型
の
訪
問
介
護
事
業
と

比
べ
た
場
合
、
高
知
県
の
中

山
間
地
域
の
訪
問
介
護
事
業

に
お
い
て
は
、
利
用
者
宅
一

軒
一
軒
が
離
れ
て
お
り
、
時

間
効
率
の
面
に
お
い
て
も
、

燃
料
費
な
ど
の
コ
ス
ト
面
に

お
い
て
も
大
き
な
開
き
が
あ

る
。
高
齢
化
率
が
高
ま
る
中

山
間
地
域
に
お
い
て
、
訪
問

介
護
事
業
者
の
経
営
安
定
は

地
域
社
会
に
必
要
不
可
欠
だ

と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
下
記
の
事
項
の
措

置
を
求
め
る
。

　

①
高
知
県
に
お
け
る
訪
問

介
護
事
業
の
実
態
を
早
急
に

調
査
し
、
中
山
間
型
訪
問
介

護
の
収
支
差
率
を
把
握
す
る

こ
と

　

②
都
市
型
訪
問
介
護
事
業

と
中
山
間
型
介
護
事
業
の
介

護
報
酬
の
区
分
け
な
ど
の
対

策
を
厚
生
労
働
省
に
求
め
る

こ
と

　

③
中
山
間
地
域
介
護
サ
ー

ビ
ス
確
保
対
策
事
業
の
適
用

区
分
や
補
助
の
見
直
し
な
ど

燃
料
価
格
高
騰
に
対
応
す
る

こ
と

意
見
書

（
抜
粋
）

今
回
可
決
さ
れ
た

各
施
設
の
指
定
管
理
者

旧
浜
口
家
住
宅
・
牧
野
公
園

一
般
社
団
法
人

さ
か
わ
観
光
協
会

ふ
れ
あ
い
の
里
尾
川

尾
川
地
域
活
性
化
協
議
会

佐
川
町
多
目
的
集
会
施
設

高
知
県
農
業
協
同
組
合

町
民
プ
ー
ル
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

有
限
会
社
フ
ァ
イ
ブ
・
エ
コ

牧
野
富
太
郎
ふ
る
さ
と
館

特
定
非
営
利
活
動
法
人

佐
川
く
ろ
が
ね
の
会
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問　
永
田
議
員　

　
農
業
振
興
費
の
１
千
877
万

円
の
減
額
補
正
の
説
明
を
求

め
る
。
産
廃
施
設
建
設
に
伴

う
県
か
ら
の
地
域
振
興
対
策

交
付
金
に
つ
い
て
、
現
在
ま

で
の
執
行
状
況
は
。

下
八
川
産
業
振
興
課
長　

　

産
業
振
興
費
の
中
に
含
ま

れ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
で
の
不
用
が
主
で
あ
る
。

問　
西
森
議
員　

　
自
治
大
学
な
ど
研
修
費
９

万
１
千
円
の
減
額
内
容
と
、

ふ
る
さ
と
納
税
５
千
万
円
の

減
額
の
理
由
の
説
明
を
求
め

る
。

片
岡
総
務
課
長　

　

職
員
６
名
の
予
算
の
中
、

３
名
が
負
担
金
を
伴
う
研
修

に
参
加
。
内
容
は
地
方
公
務

員
の
人
事
給
与
に
関
す
る
講

座
、
法
令
実
施
基
礎
研
修
、

会
計
年
度
職
員
の
任
用
と
管

理
業
務
。

下
八
川
産
業
振
興
課
長　

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
減
少
の

令
和
５
年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
質
疑

理
由
は
、
物
価
高
騰
や
５
割

ル
ー
ル
の
厳
格
化
に
よ
る
寄

附
額
の
引
き
上
げ
で
、
寄
附

離
れ
が
起
こ
っ
た
。
自
然
災

害
や
社
会
環
境
変
化
で
、
町

内
の
事
業
者
が
寄
附
を
受
け

付
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
。

令
和
６
年
度　

一
般
会
計
予
算
の
質
疑

問　
坂
本
議
員　

　
高
齢
者
補
聴
器
購
入
助
成

事
業
の
内
容
、
高
齢
者
予
防

注
射
委
託
料
に
含
ま
れ
る
帯

状
疱
疹
予
防
接
種
の
補
助
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

　
太
陽
光
発
電
整
備
導
入
補

助
金
600
万
円
の
対
象
や
金
額

に
つ
い
て
、
ま
た
蓄
電
池
も

対
象
と
な
る
の
か
、
併
せ
て

説
明
を
求
め
る
。

　
住
宅
改
修
補
助
金
１
千
890

万
円
、
空
き
家
利
用
促
進
補

助
金
90
万
円
、
移
住
支
援
事

業
補
助
金
360
万
円
に
つ
い
て

詳
細
な
説
明
を
求
め
る
。

岡
﨑
健
康
福
祉
課
長　

　

補
聴
器
補
助
は
、
65
歳
以

上
で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ズ
給

付
を
受
け
ら
れ
な
い
聴
覚
障

害
の
あ
る
町
民
の
方
が
対
象

と
な
る
。
補
聴
器
１
台
に
つ

き
上
限
３
万
円
。
耳
鼻
咽
喉

科
医
の
証
明
書
が
必
要
だ
。

　

現
在
２
回
接
種
で
４
万
円

を
超
す
高
額
の
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
高
北
病
院
と

の
委
託
契
約
で
、
50
歳
以
上

の
町
民
を
対
象
と
し
て
、
半

分
を
町
独
自
で
負
担
す
る
。

６
月
実
施
を
め
ど
に
準
備
を

す
す
め
て
い
く
。

岡
田
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
太
陽
光
発
電
整
備
導
入
補

助
金
は
１
件
当
た
り
、
太
陽

光
発
電
整
備
が
上
限
20
万

円
、
蓄
電
池
に
つ
い
て
は
上

限
40
万
円
を
合
わ
せ
た
補
助

金
。
太
陽
光
発
電
整
備
の
み

は
対
象
外
で
、
蓄
電
池
の
み

の
補
助
が
対
象
と
な
る
。

　

国
・
県
・
町
が
３
分
の
１

ず
つ
負
担
す
る
住
宅
改
修
補

助
金
は
、
空
き
家
所
有
者
ま

た
は
移
住
者
が
借
り
た
り
購

入
す
る
場
合
、
１
件
当
た
り

270
万
円
を
補
助
す
る
。

　

空
き
家
利
用
促
進
補
助
金

は
、
荷
物
の
搬
出
の
補
助
で

上
限
10
万
円
、
軽
微
な
修
繕

は
上
限
20
万
円
で
、
家
電
製

品
は
対
象
外
で
あ
る
。
移
住

支
援
事
業
補
助
金
は
、
東
京

圏
か
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト

や
テ
レ
ワ
ー
ク
で
移
住
し
た

場
合
、
１
世
帯
100
万
円
、
な

お
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い

る
場
合
１
人
当
た
り
100
万
円

を
、
単
身
60
万
円
を
補
助
す

る
。

問　
森
議
員　

　
図
書
館
費
４
千
589
万
９
千

円
に
つ
い
て
、
図
書
館
づ
く

り
の
取
り
組
み
、
書
籍
購
入

の
方
針
と
計
画
の
説
明
を
求

め
る
。

廣
田
教
育
次
長　

　
本
の
購
入
は
、
令
和
６
年

度
は
980
万
円
で
７
千
冊
、
７

年
度
７
千
冊
、
８
、９
年
度

は
各
６
千
冊
、
10
、
11
年
度

は
各
５
千
冊
で
、
開
館
５
年

目
で
８
万
冊
を
超
え
る
計
画

で
あ
る
。

　

本
の
種
類
は
、
佐
川
町
ら

し
い
図
書
館
を
め
ざ
し
て
、

佐
川
町
や
地
域
関
係
資
料
を

８
千
冊
以
上
、
児
童
書
を

２
万
７
千
冊
、
大
活
字
本
や

Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
等
１
千
500
冊
以

上
を
計
画
。

　

佐
川
町
ら
し
さ
は
、
蔵
書

と
交
流
事
業
を
担
い
世
代
を

超
え
て
利
用
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
い
く
。
そ
の
研
修
費

用
も
予
算
計
上
し
て
い
る
。

問　
岡
村
議
員　

　
お
も
ち
ゃ
製
作
委
託
料
132

万
円
は
、
な
く
な
っ
て
い
く

た
ま
ご
の
補
充
を
す
る
た
め

か
、
説
明
を
求
め
る
。

下
八
川
産
業
振
興
課
長　

　
当
初
た
ま
ご
プ
ー
ル
に
は

計
画
通
り
の
数
が
入
っ
て
い

た
。
た
ま
ご
の
製
作
に
相
当

時
間
を
要
す
る
の
で
、
も
う

少
し
子
ど
も
が
楽
し
め
る
環

境
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
、

今
年
度
の
補
正
予
算
、
来
年

度
の
当
初
予
算
に
計
上
し
た
。

問　
山
本
議
員　

　
歳
入
で
町
民
税
が
大
き
く

減
少
し
た
理
由
の
説
明
を
求

め
る
。
ま
た
今
後
、
ど
の
位

減
少
し
て
い
く
か
予
測
し
て

い
る
か
。

真
辺
税
務
課
長　

　
個
人
住
民
税
の
減
額
の
要

因
は
、
令
和
６
年
度
新
た
に

実
施
さ
れ
る
定
額
減
税
で
あ

る
。

　

所
得
税
は
１
人
３
万
円
、

町
民
税
は
１
人
１
万
円
を
減

額
を
決
定
し
て
い
る
。

　

予
算
計
上
時
の
３
千
816
万

円
の
減
額
を
含
み
、
マ
イ
ナ

ス
３
千
712
万
円
（
9.5
％
）
の

減
を
見
込
ん
で
い
る
。
こ
の

税
収
減
に
関
し
て
、
歳
入
の

地
方
特
例
交
付
金
の
減
収
補

填
特
例
交
付
金
に
同
額
の
３

千
816
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　

法
人
住
民
税
は
、
５
千
623

万
円
（
16
％
）
の
増
。

　

固
定
資
産
税
で
は
、
太
陽

光
発
電
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

の
減
価
償
却
率
10
％
の
減
額

が
主
で
、
全
体
で
2.6
％
減
。

　

平
成
27
年
の
法
律
改
正
で

軽
自
動
車
税
が
増
額
に
な

り
、
新
車
購
入
、
13
年
超
過

車
の
増
額
な
ど
全
体
で

１
千
427
万
円
（
2.3
％
）
の
増

額
。

　

た
ば
こ
税
は
（
後
で
答
弁

訂
正
さ
れ
た
額
）
241
万
５
千

円
（
3.3
％
）
の
減
。

問　
永
田
議
員　

　
１
億
６
千
万
円
の
久
万
田

堰
の
復
旧
の
め
ど
は
い
つ
頃

か
。

　
猫
の
避
妊
41
件
20
万
５
千

円
を
オ
ー
バ
ー
し
た
と
き
補

正
を
取
り
組
む
の
か
。

下
八
川
産
業
振
興
課
長　

　
特
殊
な
構
造
し
た
堰
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
河
川
内
工
事

期
間
が
11
月
か
ら
２
月
と
決

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
来
年
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３
月
完
成
の
予
定
だ
。

山
本
町
民
課
長　

　
新
規
事
業
と
し
て
40
匹
を

想
定
し
て
い
る
が
、
不
足
の

事
態
に
向
け
て
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
で
財

源
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問　
西
森
議
員

　
１
千
488
万
６
千
円
の
異
動

受
付
支
援
シ
ス
テ
ム
構
築
業

務
委
託
費
の
シ
ス
テ
ム
の
内

容
、
委
託
先
の
説
明
を
求
め

る
。
ま
た
同
シ
ス
テ
ム
の
先

進
地
北
見
市
を
視
察
し
た
の

か
。

　
生
誕
祭
チ
ラ
シ
デ
ザ
イ
ン

委
託
料
25
万
３
千
円
は
、
誰

の
生
誕
祭
か
、
チ
ラ
シ
作
成

の
目
的
と
委
託
先
は
。
牧
野

さ
ん
の
生
誕
祭
は
、
将
来
も

続
け
て
い
く
の
か
。

山
本
町
民
課
長　

　
書
か
な
い
窓
口
を
実
施
す

る
事
業
の
一
環
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
役
場
以
外
の
場
所

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

用
い
て
交
付
す
る
。
ま
た
役

場
窓
口
で
申
請
書
な
し
で
、

本
人
確
認
し
て
職
員
が
書
類

を
作
成
し
証
明
を
発
行
す
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

現
在
、
戸
籍
の
委
託
先
で

あ
る
富
士
フ
ィ
ル
ム
シ
ス
テ

ム
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
委
託
す

る
。

　

私
と
町
民
課
、
税
務
課
の

職
員
計
３
名
が
北
見
市
を
視

察
し
、
佐
川
町
ら
し
い
書
か

な
い
窓
口
を
構
築
し
て
い
く
。

岡
田
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
牧
野
博
士
の
生
誕
祭
に
対

す
る
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
料

で
あ
る
。５
年
ほ
ど
前
か
ら
、

個
人
や
は
な
も
り
C—

Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
、
商
工
会
、
観
光
協
会

な
ど
が
入
る
実
行
委
員
会
組

織
で
毎
年
の
開
催
を
決
定
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

も
町
と
し
て
開
催
を
支
援
し

て
い
く
。

問　
岡
林
議
員　

　
生
誕
祭
チ
ラ
シ
デ
ザ
イ
ン

料
、
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
デ
ザ

イ
ン
委
託
料
の
委
託
先
と
、

そ
の
仕
様
の
説
明
を
求
め
る
。　

　
猫
の
不
妊
手
術
補
助
金
の

適
用
と
、
ま
た
遊
具
公
園
の

保
守
管
理
料
57
万
円
の
内
容

の
説
明
を
求
め
る
。

岡
田
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
生
誕
祭
チ
ラ
シ
の
委
託
内

容
と
仕
様
は
、
牧
野
博
士
の

功
績
、
ま
ち
ま
る
ご
と
植
物

園
な
ど
を
踏
ま
え
た
ポ
ス

タ
ー
Ａ
４
、
Ａ
２
の
片
面
、 

チ
ラ
シ
は
Ａ
４
両
面
カ
ラ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
で
作
成
す
る
。

　

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
は
表

紙
、
各
月
の
ペ
ー
ジ
、
次
年

度
募
集
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン

作
成
と
そ
の
仕
様
で
あ
る
。

山
本
町
民
課
長　

　

猫
の
補
助
金
は
、
雌
雄
の

飼
い
猫
、
野
良
猫
両
方
を
対

象
と
す
る
。
対
象
猫
１
匹
５

千
円
で
、
40
匹
、
20
万
円
を

予
算
計
上
。

　

事
業
は
６
年
４
月
実
施
予

定
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
実
施
し
て
財
源
確
保

に
努
め
る
。

下
八
川
産
業
振
興
課
長　

　
保
守
管
理
委
託
料
は
遊
具

の
安
全
検
査
を
専
門
業
者
に

委
託
す
る
費
用
だ
。

議
案
第
18
号　

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

問　
西
森
議
員　

　
町
民
課
は
、
住
民
基
本
台

帳
法
第
35
条
で
、
税
務
課
は

地
方
税
法
第
22
条
で
守
秘
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
て
、
住

民
生
活
に
直
結
す
る
重
要
な

部
署
だ
。

　
窓
口
担
当
へ
の
兼
務
発
令

で
対
応
で
き
な
い
の
か
。
守

秘
義
務
は
ど
う
課
せ
ら
れ
る

の
か
。
重
責
な
業
務
と
な
る

が
職
員
の
合
意
形
成
は
で
き

て
い
る
の
か
。

岡
町
長　

　

重
要
な
部
署
で
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
窓
口
の

兼
務
発
令
も
検
討
し
た
が
、

新
年
度
か
ら
の
書
か
な
い
窓

口
シ
ス
テ
ム
導
入
に
伴
い
、

行
政
内
部
の
効
率
化
で
、
来

庁
者
に
公
平
か
つ
最
適
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
た

め
に
二
つ
の
課
を
統
合
す
る
。

　

庁
内
の
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
図
り
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
業
務

の
効
率
化
を
実
施
し
て
い
く
。

　

地
方
公
務
員
と
し
て
の
守

秘
義
務
の
自
覚
を
伝
え
、
こ

れ
ま
で
の
業
務
が
落
ち
な
い

よ
う
に
職
員
を
配
置
し
て
す

す
め
て
い
く
。

令和6年 第1回臨時会
　第 1 回臨時会は、2 月 7 日に開催され、報告 1 件、議案 2 件を審議し、採決の結果、全件を
可決しました。
　令和 5 年度補正予算 ( 第 7 号 ) は、国庫支出金 6,449 万 8 千円、県支出金 250 万円、財政
調整基金 776 万 7 千円の歳入で、価格高騰重点支援給付金で均等割世帯分 4,000 万円と子ど
も加算分 2,300 万円、食品加工業継続支援事業費補助金 500 万円など、併せて 7,476 万 5 千
円が増額補正されました。
　また佐川町手数料条例改正は、戸籍謄本等の広域交付を可能とすること、戸籍 ( 除籍 ) 電子
証明書提供用識別符号の発行、届書等情報内容証明書の交付等について。

工事請負契約の変更契約の締結（町長専決事項）
佐川小学校放課後児童クラブ新築工事

既決契約金額　　　119,691,000 円
変更後契約金額　　125,631,000 円
変更増加額　　　　　5,940,000 円
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議員各位の意思表明
賛否表（令和６年３月定例会）　　　　○：賛成　　●：反対　  －：議長  　欠：欠席

齋
藤
　
光

岡
林
哲
司

山
本
和
輝

田
村
幸
生

橋
元
陽
一

宮
﨑
知
惠
子

西
森
勝
仁

下
川
芳
樹

坂
本
玲
子

森
　
正
彦

松
浦
隆
起

岡
村
統
正

永
田
耕
朗

藤
原
健
祐

令和５年度佐川町一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
令和５年度佐川町国民健康保険特別会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
令和５年度佐川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
令和５年度佐川町学校給食特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
令和５年度佐川町介護保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
令和５年度佐川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
令和５年度佐川町水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
令和 6 年度佐川町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
令和 6 年度佐川町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
令和 6 年度佐川町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
令和 6 年度佐川町学校給食特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
令和 6 年度佐川町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
令和 6 年度佐川町農業集落排水事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
令和 6 年度佐川町水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
令和 6 年度佐川町病院事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
佐川町課設置条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ － ○ ○ ○
職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
佐川町固定資産評価審査委員会条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
佐川町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例等の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
佐川町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
単純な労務に雇用される一般職に属する職員の給与の種類及び基準　　　　
に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

佐川町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
職員の育児休業等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
佐川町空き家活用住宅の管理運営に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
佐川町移住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
佐川町介護保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
佐川町在宅介護手当支給条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
佐川町障害福祉計画・佐川町障害児福祉計画の策定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
佐川町高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
佐川町給水条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
佐川町布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の
資格基準に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

佐川町上下水道事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の
一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

佐川町病院事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
旧浜口家住宅の指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
牧野公園の指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
ふれあいの里尾川の指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
佐川町多目的集会施設の指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
佐川町民プール及び佐川町民テニスコートの指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
牧野富太郎ふるさと館の指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
佐川町議会委員会条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
佐川町議会の議員の定数を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
学校の業務量に見合った教職員配置と長時間労働を抑制するため　　　　　
教員に残業代を支給可能とする給特法の改正を求める意見書 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● ● ○

「中山間地域の訪問介護事業支援」に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求める意見書 ● ● ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ － ● ● ●
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坂
本　

玲
子　

議
員答  今後、検討が必要だ

 問  断水対策に
　　逆浸透膜浄水器配備を

問　
能
登
半
島
地
震
が
発
生

し
た
。
能
登
で
起
こ
っ
た
こ

と
は
高
知
県
で
も
起
こ
る
。

　
能
登
は
断
水
で
生
活
に
支

障
が
出
て
い
る
が
佐
川
で
の

対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
水
の
な
い
生
活
は
考
え
ら

れ
な
い
。
泥
水
で
も
飲
み
水

に
替
え
ら
れ
る
逆
浸
透
膜
浄

水
器
（
１
基
約
300
万
円
）
の

配
備
を
し
て
は
ど
う
か
。

吉
野
建
設
課
長　

　

水
道
に
つ
い
て
は
震
度
６

で
は
管
路
施
設
は
被
害
を
受

け
、
97.1
％
で
断
水
が
発
生
す

る
と
予
想
。
発
災
か
ら
３
日

目
ま
で
に
指
定
避
難
所
に
仮

設
の
受
水
槽
を
設
置
す
る
。

10
日
ま
で
に
そ
の
他
の
９
カ

所
に
受
水
槽
を
設
置
し
給
水

を
行
う
。

片
岡
総
務
課
長

　
浄
水
器
は
検
討
の
予
定
は

な
い
が
、
能
登
の
教
訓
を
踏

ま
え
検
討
が
今
後
必
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
は
と
思
う
。

答  全国の自治体の動向を注視

 問  0 ～ 2 歳児の保育料の無料化を
問　
国
の
施
策
で
３
～
５
歳

児
の
保
育
料
が
無
料
と
な

り
、
佐
川
町
で
保
育
料
を

払
っ
て
い
る
の
は
、
０
～
２

歳
児
150
人
中
57
人
だ
け
だ
。

　
佐
川
町
で
も
０
～
２
歳
児

の
保
育
料
を
無
料
化
し
て
子

育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

減
ら
す
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
。

岡
﨑
健
康
福
祉
課
長
　

　
乳
児
の
保
育
料
無
償
化
に

つ
い
て
は
実
施
に
向
け
た
検

討
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し

全
国
の
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
、
財
政
等
優
先
順
位
を

見
極
め
な
が
ら
少
子
化
対
策

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

答  取り組みを進めていきたい

 問  地域おこし協力隊の積極的採用を
問　
佐
川
町
の
人
口
減
少
率

を
抑
え
る
た
め
に
は
佐
川
の

子
ど
も
た
ち
が
佐
川
に
と
ど

ま
っ
て
く
れ
る
こ
と
や
移
住

促
進
な
ど
社
会
的
減
少
を
減

ら
す
こ
と
が
有
効
だ
。

　
佐
川
町
奨
学
金
制
度
や
奨

学
金
返
還
支
援
制
度
の
周
知

を
す
べ
き
だ
。
ま
た
地
域
お

こ
し
協
力
隊
で
た
く
さ
ん
の

若
者
が
佐
川
に
定
住
し
て
く

れ
て
い
る
。

　
今
後
も
積
極
的
に
採
用
し

佐
川
を
活
性
化
す
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

廣
田
教
育
次
長
　

　
奨
学
金
返
還
支
援
に
つ

い
て
は
中
学
校
に
チ
ラ
シ

を
設
置
す
る
な
ど
、
制
度
の

周
知
を
す
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

岡
田
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

制
度
を
活
用
し
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

水は命

元気で大きくな〜れ

佐川のまちを元気に
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西
森　

勝
仁　

議
員

問　

今
度
の
南
海
地
震
は
、

と
て
つ
も
な
く
大
き
く
阪
神

の
50
倍
、
東
北
の
11
倍
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

　
政
府
も
30
年
以
内
の
確
率

を
80
％
に
引
き
上
げ
、
ち
ま

た
で
は
も
う
来
年
と
ま
で
言

わ
れ
出
し
た
。

　
こ
の
地
震
は
、
佐
川
の
場

合
、
震
度
７
程
度
の
強
い
揺

れ
が
南
北
に
70
㎝
の
幅
で
100

秒
以
上
続
く
と
さ
れ
て
い
る

が
、
全
壊
す
る
家
屋
と
死
者

の
想
定
数
は
何
人
か
。

片
岡
総
務
課
長
　

　
県
の
被
害
想
定
に
よ
る

と
、
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
が

発
生
し
た
場
合
倒
壊
す
る
建

物
は
１
千
400
棟
。
死
者
は
90

人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

吉
野
建
設
課
長　

　

住
宅
総
数
５
千
655
戸
の
う

ち
１
千
855
戸
は
耐
震
性
が
な

い
と
思
わ
れ
る
。

問　
国
道
33
号
い
の
～
越
知

バ
イ
パ
ス
案
が
公
表
さ
れ

た
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
Ｊ
Ｒ
の
鉄

道
沿
い
に
日
高
か
ら
加
茂
・

下
山
を
通
り
越
知
に
抜
け
る

た
め
佐
川
の
街
中
は
通
ら
な

い
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
佐
川

の
中
心
商
店
街
が
寂
れ
る
こ

と
に
な
ら
な
い
ビ
ジ
ョ
ン
は

あ
る
の
か
。

岡
町
長
　

　
こ
れ
か
ら
こ
の
計
画
は
詳

細
な
作
業
に
入
る
の
で
、
商

店
街
や
観
光
施
設
、
ま
た
集

落
の
活
気
が
失
わ
れ
な
い
よ

う
万
全
の
体
制
で
国
に
要
望

し
て
い
く
。

地震で倒壊する家屋のイメージ

答  90 人と推計されている

 問  死者の想定数は何人か

答  早急に検討する

 問  一室だけの耐震化にも補助金を
問　

地
震
に
あ
う
確
率
は
、

寝
て
い
る
時
な
ど
家
の
中
に

い
る
時
が
60
％
と
言
わ
れ
て

い
る
。
高
齢
化
が
進
む
佐
川

町
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
老
人

が
一
日
中
家
の
中
に
い
る
の

で
、
こ
の
確
率
は
グ
ン
と
高

く
な
る
。

　
ま
た
、
昔
の
家
な
ど
は
面

積
が
広
く
、
工
事
費
が
高
く

な
る
た
め
耐
震
化
は
進
ん
で

お
ら
ず
、
耐
震
化
率
は
67
％

で
全
国
平
均
の
87
％
に
比
べ

て
か
な
り
低
い
。

　
能
登
地
震
で
も
死
者
の
大

半
は
家
の
下
敷
き
と
の
こ
と
。

　
こ
の
教
訓
を
活
か
し
、
一

部
屋
だ
け
の
耐
震
工
事
に
も

命
を
守
る
た
め
補
助
金
を
出

せ
な
い
も
の
か
。

吉
野
建
設
課
長

　

面
積
の
広
い
家
を
耐
震
工

事
す
る
に
は
高
額
と
な
り
、

た
め
ら
う
人
が
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
命
を
守
る
た
め

一
部
の
補
強
も
考
え
る
。

岡
町
長

　

愛
媛
県
な
ど
補
助
制
度
の

あ
る
先
進
地
を
調
査
し
、
死

者
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
た
め

早
急
に
検
討
す
る
。

部分的な耐震化を求める声がある

答  万全の体制で国に要望する

 問  商店街が寂れない
            ビジョンはあるか

出典：高知新聞社

国道 33 号線高知松山線について、１ｋｍほどの幅で
暫定ルートが示された。
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橋
元　

陽
一　

議
員

問　
工
法
見
直
し
等
で
132
億

７
千
万
円
の
総
事
業
費
に
つ

い
て
５
区
分
に
し
た
財
源
の

説
明
を
受
け
て
い
る
。

　
国
の
補
助
は
確
定
し
た
の

か
。

　
増
額
さ
れ
た
県
や
市
町
村

の
負
担
金
を
確
定
す
る
仕
組

み
は
。

　
事
業
費
の
増
額
に
対
し
て

市
町
村
か
ら
異
議
は
出
て
い

な
い
の
か
。

　
現
時
点
で
の
地
域
振
興
策

費
15
億
円
の
執
行
状
況
は
。

山
本
町
民
課
長　

　

国
費
9.2
億
円
は
現
時
点
で

内
示
を
受
け
、
今
年
度
の
国

の
補
正
予
算
で
増
額
の
見
込

み
。
交
付
決
定
通
知
書
等
に

つ
い
て
は
県
に
確
認
す
る
。

答  9.2 億円より増額の見通しだ

 問  新産廃建設の国費財源の確保は

　

12
月
県
議
会
で
見
直
し
後

の
総
事
業
費
の
県
負
担
分
の

債
務
負
担
額
が
可
決
さ
れ
た

と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

一
部
市
町
で
は
３
月
定
例

会
に
上
程
さ
れ
る
が
、
大
半

の
市
町
村
で
は
12
月
議
会
で

議
決
さ
れ
、
現
在
変
更
協
定

書
の
締
結
を
行
っ
て
い
る
。

　

市
町
村
か
ら
異
議
が
出
て

い
る
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

　

地
域
振
興
対
策
交
付
金

は
、
現
在
３
億
７
千
740
万
円

で
、
執
行
率
は
25.2
％
だ
。

答  全庁的な検証確認作業が必要

 問  佐川町国土強靭化地域計画
　　 能登地震で、 進捗管理の検討は

問　
第
２
期
木
造
住
宅
耐
震

改
修
は
、
熊
本
地
震
を
踏
ま

え
て
策
定
さ
れ
て
い
る
。　
　

　
次
年
度
の
耐
震
改
修
の
予

算
確
保
の
見
通
し
と
事
業
の

見
直
し
の
検
討
は
。

　
２
０
２
１
年
６
月
に
策
定

さ
れ
た
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
で
は
、
老
朽
化
し
た
住
宅

が
密
集
す
る
脆
弱
な
町
並
み

で
の
火
災
の
リ
ス
ク
な
ど
を

指
摘
し
て
い
る
。
能
登
地
震

を
踏
ま
え
進
捗
管
理
等
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
か
。

吉
野
建
設
課
長

　

次
年
度
の
予
算
は
ほ
ぼ
確

保
し
て
い
る
。
年
度
途
中
で

も
補
助
金
を
追
加
要
望
が
可

能
だ
。

　

住
宅
の
耐
震
化
促
進
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
防
止
、

家
具
の
転
倒
防
止
、
抽
出
し

た
エ
リ
ア
で
の
訪
問
調
査
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

片
岡
総
務
課
長　

　

県
で
は
令
和
６
年
２
月
19

日
、
南
海
ト
ラ
フ
対
策
推
進

本
部
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

本
町
の
防
災
対
策
に
つ
い

て
、
見
直
し
や
強
化
を
行
う

点
な
ど
の
精
査
、
確
認
検
証

作
業
を
全
庁
的
に
実
施
し
て

い
く
。
す
で
に
県
は
令
和
６

年
度
に
予
算
化
し
て
い
る
も

の
も
あ
る
。

  

そ
の
他
の
質
問

·
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤

   

務
条
件
整
備
に
つ
い
て

·
子
ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か

   

な
成
長
を
め
ぐ
る
問
題
に

   

つ
い
て

新産廃建設　工法・予算の大きな見直し

安心、安全のまちづくりを
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森　
　

正
彦　

議
員

問　

佐
川
町
は
令
和
５
年
、

ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も

言
え
る
道
の
駅
お
も
ち
ゃ
美

術
館
の
整
備
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝

ド
ラ
「
ら
ん
ま
ん
」
の
放
映

で
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
か

ら
も
注
目
を
浴
び
、
町
民
皆

が
楽
し
い
一
年
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
中
で
今
後
の
町
づ
く

り
の
方
向
が
わ
か
り
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
改
め
て
今
後
の
町

づ
く
り
の
方
向
を
聞
く
。

岡
町
長　

　

佐
川
町
で
は
道
の
駅
お
も

ち
ゃ
美
術
館
、
新
文
化
拠
点

の
整
備
な
ど
大
型
事
業
を
実

施
し
て
き
た
。

　

ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
の
放
送

に
伴
う
上
町
周
辺
の
観
光
客

受
け
入
れ
環
境
の
整
備
な
ど

 人口減少対策が
　　　　　　最も重要な課題

  町づくり　今後の方向は

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
き

た
。

　

町
長
に
就
任
し
て
２
年
余

り
経
過
し
た
が
、
公
約
に
示

し
た
と
お
り
、
一
人
一
人
が

輝
く
明
る
く
元
気
で
温
か
い

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
住

民
の
意
見
を
政
策
に
反
映
さ

せ
て
取
り
組
み
を
進
め
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
佐
川
小
学

校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

施
設
整
備
や
学
校
給
食
費
、

保
育
園
保
育
所
の
副
食
費
の

無
償
化
、
奨
学
金
支
援
制
度

の
充
実
な
ど
を
実
施
し
て
き

た
。
令
和
６
年
度
か
ら
は
18

歳
ま
で
の
医
療
費
の
無
償
化

も
予
定
し
、
子
育
て
す
る
若

い
世
代
が
生
活
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
強
化
し
て
い

く
。

　

中
山
間
地
域
の
佐
川
町
に

お
い
て
は
人
口
減
少
対
策
が

最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

捉
え
、
子
育
て
支
援
や
佐
川

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

や
林
業
の
一
次
産
業
へ
の
支

援
強
化
を
充
実
さ
せ
、
若
い

世
代
が
子
育
て
し
や
す
い
町

づ
く
り
を
継
続
し
て
い
く
。

 話し合いで地域課題を
                      把握し取り組む

 集落活動センター
　 地域課題に取り組むべき

問　
高
知
県
は
10
年
以
上
前

か
ら
住
民
が
生
活
、
福
祉
、

産
業
な
ど
の
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
活
動
す
る
集
落
活

動
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
進
め

て
い
る
。

　
佐
川
町
で
も
４
地
区
に
集

落
活
動
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

支
援
員
を
配
置
し
て
い
る

が
、
設
置
し
て
数
年
経
ち

ニ
ー
ズ
も
変
わ
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
改
め
て
各
地

域
で
課
題
を
住
民
と
共
に
話

し
合
い
、
地
域
全
体
で
課
題

解
決
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
そ
の
中
で
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
の
役
割
、
集
落
支
援
員

の
役
割
、
行
政
の
役
割
、
地

域
と
行
政
の
望
み
が
う
ま
く

マ
ッ
チ
ン
グ
す
れ
ば
さ
ら
な

る
発
展
が
望
め
る
の
で
は
な

い
か
。

岡
田
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

今
後
、
末
永
く
地
域
の
維

持
を
図
っ
て
い
く
に
は
、
常

に
変
化
す
る
地
域
の
実
情
を

把
握
す
る
と
共
に
、
課
題
解

決
に
向
け
た
話
し
合
い
や
そ

れ
に
対
す
る
活
動
を
継
続
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考

え
る
。

　

役
割
の
明
確
化
は
非
常
に

大
事
で
、
今
一
度
集
落
支
援

員
と
役
場
と
の
役
割
や
業
務

を
確
認
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
よ
り
良
き
も
の
に
し
て
い

き
た
い
。

岡
町
長　

　

今
後
に
お
い
て
も
、
佐
川

町
内
の
各
地
区
で
安
心
し
た

暮
ら
し
が
継
続
し
て
い
け
る

よ
う
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

並
び
に
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
支
援
す

る
と
共
に
、
役
場
職
員
も
一

緒
に
な
っ
て
地
域
の
拠
点
と

な
り
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

子育て支援を継続

名称に注目
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岡
村　

統
正　

議
員

問　

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
現
在
、

子
ど
も
会
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
も

解
散
し
使
用
さ
れ
て
い
な
い
、

雑
草
な
ど
の
手
入
れ
も
さ
れ

て
い
な
い
状
況
だ
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に

し
て
の
活
用
も
考
え
ら
れ
る

 地域のニーズに沿う

  尾川小中補助グラウンド
　 　　　今後の利活用は

が
、
新
た
に
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
る
場
合
の
補
助
金
は
あ
る

か
。
ま
た
そ
の
他
に
利
用
の

考
え
が
あ
る
の
か
。

廣
田
教
育
次
長　

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
況
か
ら

す
れ
ば
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

で
あ
れ
ば
、
道
具
さ
え
あ
れ

ば
す
ぐ
に
で
も
使
え
る
。

　

グ
ル
―
プ
を
つ
く
り
道
具

を
そ
ろ
え
る
に
は
、
体
育
会

に
登
録
し
て
も
ら
え
ば
体
育

会
に
補
助
金
が
活
用
可
能
か

相
談
す
る
。

　

地
域
で
の
利
活
用
が
一
番

ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
。
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
利
用
し

た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

 喫緊の重要な課題と認識

  危険な空き家取り壊しの
　　　　  補助金の対応策は

問　
主
要
道
路
以
外
は
取
り

壊
し
の
補
助
金
が
な
い
。

　
集
落
の
中
で
日
常
的
に
生

活
道
と
し
て
い
る
道
の
側
に

屋
根
瓦
の
落
下
、
倒
壊
の
恐

れ
の
あ
る
空
き
家
が
放
置
さ

れ
て
い
る
、
こ
れ
ら
に
対
し

て
の
対
応
策
は
。

吉
野
建
設
課
長

　

防
災
、
環
境
衛
生
、
防
犯
、

景
観
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

自
治
会
長
、
自
主
防
災
組
織

に
協
力
し
て
も
ら
い
来
年

度
、
全
町
的
に
情
報
収
集
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

地
図
に
示
し
て
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
作
り
、
所
有
者
、
管

理
し
て
い
る
方
に
働
き
か
け

て
、
町
の
取
り
組
み
方
針
を

説
明
の
上
、
補
助
事
業
の
紹

介
を
行
い
た
い
。

 課税は一旦保留となる

  空き家の相続税 ・ 固定資産
     相続放棄された場合町の対応は

問　
４
月
１
日
か
ら
、
任
意

だ
っ
た
相
続
登
記
が
、
義
務

化
さ
れ
、
通
知
を
受
け
て
か

ら
３
年
以
内
に
手
続
き
を
し

な
い
場
合
は
、
過
料
（
罰
金
）

が
か
か
る
。

　
老
朽
化
、
倒
壊
の
危
険
な

状
況
家
屋
を
、
相
続
者
が
皆
、

相
続
放
棄
を
し
た
場
合
に
は

町
と
し
て
、
ど
う
い
っ
た
対

応
が
で
き
る
の
か
。

真
辺
税
務
課
長　

　

法
定
相
続
人
全
員
が
相
続

放
棄
を
し
た
場
合
は
、
固
定

資
産
税
の
相
続
人
が
居
な
く

な
る
こ
と
か
ら
、
課
税
は
一

旦
保
留
と
な
る
。

　

相
続
財
産
清
算
人
の
選
任

は
町
長
が
裁
判
所
に
依
頼
、

裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ
た
清

算
人
が
財
産
を
換
価
し
滞

納
、
債
務
に
充
て
、
残
り
は

国
庫
に
帰
属
す
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
制
度
利
用

に
は
20
万
か
ら
100
万
程
度
の

費
用
が
掛
か
り
費
用
対
効
果

を
考
え
、
近
隣
の
自
治
体
で

も
申
し
立
て
に
至
っ
て
い
な

い
状
況
が
現
状
だ
。

有効利用が待たれるグラウンド

放置は危ない

相続登記は 3 年以内に
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齋
藤　
　

光　

議
員

問　
現
在
、
学
校
で
の
テ
ス

ト
代
や
ド
リ
ル
な
ど
に
か
か

る
費
用
は
各
家
庭
の
自
己
負

担
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在

の
各
家
庭
の
負
担
額
は
ど
の

程
度
に
な
っ
て
い
る
か
、
現

状
を
問
う
。

　
ま
た
負
担
額
の
一
部
無
償

化
、
補
助
な
ど
を
行
う
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

濱
田
教
育
長

　

学
校
や
学
年
に
よ
り
異
な

る
の
で
、
平
均
的
な
金
額
に

な
る
が
、
副
教
材
、
Ｐ
Ｔ
Ａ 

の
会
費
、
宿
泊
的
行
事
な
ど

の
保
護
者
負
担
金
に
つ
い
て

各
小
学
校
で
は
少
な
い
学
年

で
年
間
１
万
円
弱
か
ら
１
万

３
千
円
、
多
い
学
年
で
年
間

２
万
円
弱
と
な
る
。

　

中
学
校
で
は
２
万
円
前
後

で
、
さ
ら
に
部
活
動
に
入
っ

て
い
る
生
徒
に
つ
い
て
は
年

間
３
千
円
か
ら
２
万
円
強
の

費
用
を
集
金
し
て
い
る
。

 町が負担する事は
                  現状考えていない

 学校教育でのテストなど
    教材の費用負担への補助を

岡
町
長　

　

子
育
て
支
援
は
、給
食
費・

副
食
費
無
償
化
、
そ
し
て
令

和
６
年
度
か
ら
18
歳
ま
で
の

医
療
費
の
無
償
化
に
も
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

中
学
校
の
受
験
生
に
は
、

町
営
の
塾
な
ど
学
力
の
向
上

に
つ
い
て
の
事
業
も
実
施
し

て
い
る
。
学
校
教
育
の
中
で

の
テ
ス
ト
代
、
教
材
ド
リ
ル

代
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
町
で
負
担
す
れ
ば
と
い

う
提
案
が
あ
っ
た
が
、
今
の

と
こ
ろ
は
考
え
て
い
な
い
。

国
、
県
の
子
育
て
に
対
す
る

方
針
等
を
注
視
し
、
し
っ
か

り
と
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て

い
く
。

　　　 隠れ教育費とも言われる
ドリルやテストなどの副教材費

 佐川町にとっての
　　       最適を検討していきたい

 高知県が取り組む
    中山間再興ビジョンについて問う

問　
高
知
県
が
取
り
組
む「
高

知
県
中
山
間
再
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

で
は
４
つ
の
柱
の
中
に
「
若

者
を
増
や
す
」
と
い
う
項
目

が
あ
り
、
数
値
目
標
と
し
て
、

10
年
後
に
高
知
県
全
体
で
年

間
５
千
人
の
県
外
か
ら
の
移

住
者
を
目
標
と
し
て
い
る
。

佐
川
町
の
規
模
を
割
り
当
て

る
と
年
間
100
人
程
度
と
な
る

が
具
体
的
な
方
策
は
あ
る

か
？

　
ま
た
、
住
居
が
見
つ
か
ら

な
い
と
い
う
理
由
で
移
住
を

断
念
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
中
、
若
者
定
住
促
進
の
た

め
に
賃
貸
住
宅
の
建
設
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
る
か
問

う
。

岡
田
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

移
住
人
口
の
増
加
は
、
ま

ず
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
令

和
６
年
度
に
８
人
募
集
を
し

て
お
り
、
引
き
続
き
佐
川
町

の
担
い
手
と
し
て
必
要
な
人

材
を
確
保
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

次
に
東
京
、
大
阪
で
開
催

し
て
い
る
移
住
相
談
会
に
合

わ
せ
仁
淀
川
流
域
に
特
化
し

た
移
住
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
東

京
で
実
施
し
た
。
さ
ら
に
令

和
６
年
度
新
た
に
、
ワ
ー
キ

ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事
業
を
実
施

し
、
Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー
ン

な
ど
の
移
住
増
加
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

10
年
後
の
移
住
人
口
に
は

佐
川
町
の
ふ
る
さ
と
教
育
も 

Ｕ
タ
ー
ン
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
た
め
、
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

住
居
に
関
し
て
は
、
ま
だ

空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
が
十

分
に
で
き
て
い
な
い
部
分
が

あ
る
の
で
、
率
先
し
て
行
っ

て
い
き
な
が
ら
、
判
断
し
て

い
き
た
い
。

去年、東京で行われた「移住相談会」
（高知暮らしフェア 2023 冬より ）
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下
川　

芳
樹　

議
員答  県の交付金、より良い

     　　　 事業となるよう模索

 問  新年度予算案、 町の
　  人口減少対策などの検討は

問　
新
年
度
予
算
案
に
お
い

て
、
町
の
人
口
減
少
対
策
に

県
予
算
を
活
用
し
た
取
り
組

み
の
検
討
は
さ
れ
た
の
か
。　

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
職
員
の
給
与
は
検
討
さ

れ
た
の
か
を
問
う
。

岡
田
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

県
が
新
た
に
創
設
し
た
人

口
減
少
対
策
の
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
関
係
各
課
と
協
議

を
進
め
な
が
ら
町
に
と
っ
て

よ
り
よ
い
事
業
と
な
る
よ
う

模
索
し
て
い
き
た
い
。

岡
﨑
健
康
福
祉
課
長

　

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
職
務
内
容
に
比
べ
て

賃
金
が
低
い
と
の
声
も
あ

り
、
令
和
６
年
度
か
ら
大
幅

に
給
与
改
善
を
図
る
こ
と
と

し
た
。
財
政
的
な
影
響
は
大

き
い
が
、
セ
ン
タ
ー
の
重
要

性
に
鑑か
ん
がみ

町
と
し
て
判
断
し

た
。

 地域イベントの継続・発展に
　　       　　　 　補助金の活用を

 バイカオウレン群生地に
    　　　　　　行政の支援を

問　
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
群
生

地
を
つ
な
ぐ
観
光
振
興
は
、

地
域
の
活
動
だ
け
で
は
な
く

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
行
政
に

よ
る
支
援
を
考
え
て
ほ
し

い
。

岡
田
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

 

牧
野
公
園
、
加
茂
地
区
、

斗
賀
野
西
山
地
区
で
は
、
地

域
の
住
民
に
よ
る
群
生
地
の

整
備
で
大
き
な
に
ぎ
わ
い
を

み
せ
て
き
た
。
引
き
続
き
集

落
活
動
セ
ン
タ
ー
、
地
元
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
支
援
す

る
。地
域
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
・

発
展
の
た
め
の
町
補
助
金
事

業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。

 今一度、点検を
               進めるようにしたい

 避難所での女性などへの
　          配慮、町の対応は

問　
能
登
半
島
地
震
を
受
け
、

避
難
所
で
の
女
性
や
妊
産

婦
、
乳
幼
児
へ
の
配
慮
が
欠

け
て
い
る
と
の
記
事
を
見
た
。

　
町
の
避
難
所
対
応
に
つ
い

て
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織

の
育
成
に
つ
い
て
も
問
う
。

片
岡
総
務
課
長

　

女
性
視
点
で
の
避
難
所
運

営
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
防
災
部
局
に
女
性
職

員
を
配
置
す
る
可
能
性
は
あ

る
。
備
蓄
状
況
も
液
体
ミ
ル

ク
は
あ
る
が
、
女
性
用
の
下

着
や
離
乳
食
な
ど
は
進
ん
で

い
な
い
。
今
一
度
、
点
検
を

進
め
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
で
低
迷
し
て
き
た

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

は
、
防
災
活
動
の
定
着
化
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

楽
し
く
み
ん
な
で
協
力
し
な

が
ら
参
加
で
き
る
取
り
組
み

も
必
要
、
組
織
と
相
談
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら

と
思
う
。

  

そ
の
他
の
質
問

·
地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
と
の
連
携
に
つ
い
て

·
漬
物
の
規
制
緩
和
に
つ
い

　
て

·
公
民
館
へ
の
飲
料
水
備
蓄

　
に
つ
い
て

バイカオウレンに支援を

災害時に備えを
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宮
﨑　

知
惠
子　

議
員  今時点では考えていない

  国保料負担の抑制に向けて
　  「幸福都市宣言」をしてはどうか

問　
人
口
減
少
と
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
厳
し
い
運
営
状

況
の
抑
制
に
向
け
て
「
幸
福

都
市
宣
言
」
を
掲
げ
、「
私
は

幸
福
で
す
」
と
言
え
る
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

社
会
保
障
費
の
歯
止
め
を
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
住
民
主

体
の
健
康
づ
く
り
、
フ
レ
イ

ル
予
防
の
提
案
を
し
て
は
。

山
本
町
民
課
長　

　

医
療
費
の
適
正
化
に
取
り

組
み
、
２
０
２
４
年
度
の
保

険
料
水
準
統
一
に
向
け
て
調

整
す
る
。

岡
﨑
健
康
福
祉
課
長　

　

総
合
計
画
に
基
づ
き
、
一

人
一
人
が
自
分
ら
し
く
楽
し

み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
フ
レ
イ
ル

予
防
、
介
護
予
防
の
普
及
啓

発
等
は
、
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
や
地
域
の
グ

ル
ー
プ
等
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

 契約内容の説明はしている

  契約者への森林管理上の
　　契約説明の進捗について

問　
去
年
12
月
定
例
会
で
森

林
管
理
制
度
の
契
約
の
締
結

に
お
い
て
、
所
有
者
と
詳
細

な
説
明
の
理
解
を
求
め
た
が

進
ん
で
い
る
か
。
ま
た
令
和

６
年
度
か
ら
森
林
管
理
税
が

住
民
税
に
上
乗
せ
さ
れ
国
民

一
人
千
円
の
徴
収
が
始
ま
る

が
、
山
林
倒
木
の
被
害
の
対

処
や
防
止
、
保
険
の
活
用
補

助
金
制
度
等
の
導
入
に
充
当

す
る
考
え
は
な
い
か
。

下
八
川
産
業
振
興
課
長

　

佐
川
町
が
実
施
し
て
い
る

森
林
長
期
施
業
管
理
に
関
す

る
契
約
は
、
森
林
所
有
者
と

森
林
整
備
契
約
と
な
っ
て
い

る
の
で
内
容
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
る
。
契
約
に
う
た
わ

れ
な
い
条
項
も
あ
る
の
で
両

者
と
協
議
を
さ
せ
て
頂
く
。

　

ま
た
佐
川
町
が
管
理
す
る

山
林
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
個
別
の
対
応
答
弁
は
控

え
、
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
必

要
な
法
令
等
に
準
じ
対
応
し

て
い
く
。

　

森
林
税
の
活
用
は
基
本
的

に
森
林
整
備
を
進
め
て
い
く

活
用
な
の
で
今
後
も
そ
う
す

る
。

 国・県を超えては難しい

  県も始めている台湾との交流
　　　　 町としての考え方を問う

問　
政
府
は
有
事
を
念
頭
に

自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁
が
活

用
で
き
る
よ
う
、
空
港
や
港
、

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進

み
高
知
空
港
、
須
崎
港
、
宿

毛
港
湾
が
対
象
の
可
能
性
が

あ
る
。
今
や
世
界
が
一
つ
の

時
代
、
全
体
的
な
把
握
を
す

る
事
も
必
要
と
考
え
る
。

　
佐
川
町
議
会
も
台
湾
と
友

好
議
員
連
盟
を
設
立
し
て
い

る
台
湾
か
ら
の
定
期
チ
ャ
ー

タ
ー
便
も
降
り
、
ま
き
の
さ

ん
の
道
の
駅
の
観
光
促
進
も

担
っ
て
い
る
。
独
自
の
交
流

促
進
を
提
案
す
る
。

岡
町
長　

　

台
湾
か
ら
チ
ャ
ー
タ
ー

便
、大
型
客
船
で
来
て
頂
き
、

佐
川
町
で
楽
し
ん
で
頂
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
が
、
一
歩

進
ん
で
交
流
と
か
有
事
の

時
、
国
・
県
を
飛
び
超
え
て

は
難
し
い
問
題
で
あ
り
、
今

の
と
こ
ろ
独
自
の
交
流
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。
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田
村　

幸
生　

議
員 検証し防災対策の強化につなげる

  能登半島地震から見えた
　　　　      防災対策と見直し

問　
能
登
半
島
地
震
発
災
か

ら
２
カ
月
を
経
過
し
見
つ

か
っ
た
課
題
へ
の
町
と
し
て

の
防
災
対
策
、
見
直
し
の
対

応
を
問
う
。

片
岡
総
務
課
長

　

今
回
の
地
震
で
発
生
し
た

事
象
は
、
①
旧
耐
震
基
準
の

建
物
倒
壊
が
多
く
発
生
し

た
。②
木
造
住
宅
密
集
地
で
、

大
規
模
火
災
が
発
生
し
た
。

③
道
路
の
寸
断
が
多
数
発
生

し
孤
立
地
域
が
で
き
た
ほ

か
、
救
助
活
動
や
物
資
輸
送

に
影
響
し
た
。

　

今
後
、
県
か
ら
示
さ
れ
る

対
策
や
見
直
し
の
事
項
を
精

査
し
、
町
独
自
に
行
う
防
災

対
策
も
見
直
し
や
強
化
に
つ

い
て
検
証
確
認
作
業
を
実
施

し
防
災
対
策
の
強
化
に
つ
な

げ
て
い
く
。

問　
発
災
直
後
の
被
災
者
を

支
え
る
備
蓄
と
職
員
の
食
事

に
対
す
る
考
え
方
は
。

片
岡
総
務
課
長　

　

指
定
避
難
所
へ
、
県
が
試

算
し
た
想
定
避
難
者
数
と
備

蓄
量
を
も
と
に
、
１
日
分
の

水
や
食
料
を
備
蓄
し
て
い
る
。

　

個
人
の
皆
さ
ま
に
も
、
３

日
分
以
上
の
備
蓄
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
発
災
後
の
町
職
員

の
食
事
に
つ
い
て
は
、
公
的

備
蓄
品
は
避
難
者
を
優
先
に

考
え
て
い
る
の
で
、
平
時
か

ら
各
自
が
職
場
で
備
蓄
を

行
っ
て
い
く
よ
う
声
が
け
し

て
い
く
。

 県と連携し実効性を高めていく

  受援体制の整備について伺う

問　
発
災
時
に
は
人
命
救
助

救
出
の
遅
れ
、
復
興
時
に
は

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
解
消

が
遅
れ
る
な
ど
の
課
題
が
あ

る
。

　
こ
の
こ
と
に
対
応
す
る
受

援
体
制
確
立
へ
の
考
え
を
問

う
。

片
岡
総
務
課
長

　

外
部
か
ら
の
応
援
を
迅

速
、
的
確
に
受
け
入
れ
て
対

応
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、

そ
の
た
め
の
「
佐
川
町
受
援

計
画
（
人
的
応
援
の
受
け
入

れ
編
）」
を
定
め
て
い
る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定

し
た
職
員
に
よ
る
災
害
応
急

対
策
訓
練
に
も
、
受
援
計
画

に
記
載
の
行
動
内
容
を
盛
り

込
み
、
県
と
連
携
し
て
実
効

性
を
高
め
て
い
く
。

自分たちの町は、自分たちで守る

 消防団幹部の皆さまと協議を行う

  消防団の活動服の更新と
　　　　　　防寒着の統一 !

問　
今
の
消
防
団
員
の
活
動

服
に
代
わ
っ
て
10
数
年
を
経

過
し
、
生
地
が
傷
ん
だ
り
し

て
、
OB
か
ら
の
お
譲
り
を
着

用
す
る
こ
と
も
あ
る
と
聞

く
。

　
現
在
の
デ
ザ
イ
ン
は
廃
版

に
な
っ
て
い
て
、
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
の
注
文
に
な
り
仕
上

が
り
の
時
間
が
多
く
か
か
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　
視
認
性
の
高
い
活
動
服
に

な
る
こ
と
で
、
団
員
相
互
の

認
識
力
が
向
上
し
活
動
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
、
け
が
や
事

故
を
予
防
し
安
全
管
理
に
つ

な
が
る
こ
と
に
な
る
。

　
防
寒
着
は
、
購
入
の
早
い

分
団
で
は
20
年
を
経
過
し
劣

化
し
て
い
る
の
で
統
一
し
た

防
寒
着
の
導
入
を
検
討
頂
き

た
い
。

片
岡
総
務
課
長

　

現
在
、
使
用
し
て
い
る
活

動
服
の
安
全
性
や
通
気
性
、

機
動
性
な
ど
、
消
防
団
活
動

に
お
け
る
安
全
が
保
た
れ
て

い
る
か
確
認
し
、
財
政
的
観

点
を
含
め
て
消
防
団
幹
部
の

皆
さ
ま
と
更
新
に
向
け
て
協

議
を
行
う
。

　

購
入
費
用
に
つ
い
て
は
、

活
動
服
の
上
下
で
約
３
万
５

千
円
程
度
に
な
り
、
消
防
団

員
約
180
名
で
630
万
円
程
度
の

予
算
が
必
要
に
な
る
。

  

そ
の
他
の
質
問

·
水
道
設
備
の
耐
震
化
の
現

　
状
と
課
題

·
自
主
防
災
組
織
活
動
率
向

　
上
へ
の
取
組
み

·
一
次
避
難
所
、
福
祉
避
難

　
所
開
設
、
運
営
の
課
題

黒
岩
小
学
校

避
難
所
運
営
訓
練
の
様
子
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岡
林　

哲
司　

議
員

 保育士不足の即効薬ない
　 制度化の財源確保大きなハードル

 保育士不足と子育て支援
    補える在宅育児支援金の制度化を

問　
高
知
県
で
は
出
生
数
が

最
低
記
録
を
更
新
し
、
予
算

に
人
口
減
少
対
策
が
含
ま
れ

て
い
る
。

　
昨
年
、
保
育
士
不
足
と
０

歳
児
３
人
に
対
す
る
保
育
士

１
人
の
配
置
基
準
が
問
題
と

な
り
、
町
内
で
保
育
園
に
入

園
で
き
な
い
事
案
が
発
生
し

た
。

　
岡
山
県
奈
義
町
や
高
知
県

黒
潮
町
で
行
わ
れ
て
い
る
在

宅
育
児
支
援
金
制
度
を
０
～

２
歳
児
を
対
象
に
導
入
で
き

な
い
か
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
。

こ
れ
に
よ
り
保
育
士
不
足
に

対
応
し
、
親
子
の
信
頼
関
係

強
化
の
機
会
も
増
え
る
と
思

わ
れ
る
。

岡
﨑
健
康
福
祉
課
長　

　

保
育
士
不
足
の
即
効
薬
は

現
状
存
在
し
な
い
。
抜
本
的

に
は
保
育
園
の
統
廃
合
も
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

提
案
の
策
は
親
の
選
択
肢

を
増
や
す
意
味
で
は
有
用
だ

が
、予
算
的
負
担
が
大
き
く
、

財
源
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

　

佐
川
町
で
は
既
に
多
く
の

子
育
て
支
援
策
を
実
施
し
て

い
る
。
限
ら
れ
た
財
源
を
効

果
的
に
活
用
す
る
た
め
、
情

報
収
集
を
進
め
、
適
切
な
支

援
策
を
進
め
て
い
く
。 取り扱い窓口を増やす

   意欲的な事業者と取り組みたい

 ふるさと納税、寄附額増へ
　  商品開発など積極的な取り組みを

問　
今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
目
標
額
と
寄
附
額
、
振
り

返
り
と
令
和
６
年
度
の
目
標

を
問
う
。

　
道
の
駅
の
地
元
産
品
の
商

品
数
が
目
標
に
達
し
て
い
る

か
今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

事
業
者
が
参
加
し
や
す
い
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
る
か
。

下
八
川
産
業
振
興
課
長

　

今
年
度
の
目
標
は
４
億
円

で
、
寄
附
額
は
約
３
億
円

だ
っ
た
。
経
費
ル
ー
ル
の
厳

格
化
と
物
価
高
騰
の
影
響
が

あ
る
。
令
和
６
年
度
は
４
億

円
を
目
指
し
、
大
手
ふ
る
さ

と
納
税
サ
イ
ト
を
追
加
し
、

見
せ
方
を
見
直
す
。

　

道
の
駅
の
地
元
産
品
の
商

品
数
は
１
千
700
ア
イ
テ
ム
中

400
ア
イ
テ
ム
で
あ
り
、
こ
れ

に
は
ち
き
ん
の
商
品
が
加
わ

る
。
ま
だ
商
品
数
は
増
や
し

た
い
。
商
品
開
発
の
担
い
手

と
し
て
町
民
や
団
体
か
ら
の

積
極
的
参
加
を
期
待
す
る
。

　

産
業
振
興
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
直
し
、
よ
り
効

果
的
な
情
報
提
供
を
め
ざ
す
。

 公園は道の駅の一部である
      トイレの設置・維持の予算高額

 遊具公園開園、管理について
　　　 要望多いトイレの設置を

問　
３
月
末
に
開
園
す
る
遊

具
公
園
の
管
理
者
、
予
算
、

開
園
時
の
警
備
体
制
に
つ
い

て
問
う
。

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
が

あ
る
公
園
と
し
て
、
車
い
す

対
応
ト
イ
レ
の
設
置
が
進
ん

で
い
る
か
を
問
う
。

下
八
川
産
業
振
興
課
長

　

遊
具
公
園
は
道
の
駅
の
一

部
と
し
て
、
維
持
管
理
費
は

指
定
管
理
料
に
含
め
財
団
法

人
に
委
託
す
る
。
遊
具
の
点

検
等
は
町
の
予
算
で
対
応
す

る
。

　

常
時
警
備
員
を
置
く
予
定

は
な
い
。
視
認
し
や
す
い
看

板
の
設
置
に
よ
り
親
や
ド
ラ

イ
バ
ー
に
も
気
を
付
け
る
よ

う
、
誘
導
看
板
な
ど
で
啓
発

し
て
い
く
。

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
多

目
的
室
を
含
む
仮
設
ト
イ
レ

の
設
置
に
は
約
４
千
500
万
円

か
か
り
、
維
持
費
も
大
き
く

か
か
る
。
様
々
な
視
点
か
ら

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

  

そ
の
他
の
質
問

·
道
の
駅
・
お
も
ち
ゃ
美
術

　
館
の
現
場
の
声
の
拾
い
上

　
げ
に
つ
い
て
、
ス
ペ
ー
ス

　
確
保
に
つ
い
て
。

·
耐
震
化
事
業
の
進
度
に
つ

　
い
て

·
災
害
時
の
役
場
か
ら
の
動

　
線
に
つ
い
て

·
訪
問
介
護
報
酬
の
改
定
に

　
つ
い
て
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議会配信にむけて
議会の情報発信について、令和５年度議会懇談会で頂いた町民の声には以下のようなものがあった。
●庁舎内や出先機関でも議会を見られるようにするべき。
●議会中継するべき、興味があるところだけ見たい。
●アーカイブ配信を見られるようにして欲しい。　
●議会傍聴の敷居が高い、気軽に見られるようにしてほしい。
●質問、報告会など情報発信をもっとするべき  
●全議員の意見や主張を同時に知りたい、スタンスを知りたい。

　現状は、佐川町役場３階にある議場と、更に上の段に入口のあ
る傍聴席（一般用２5 席）までの移動手段は階段のみ。エレベーター
の設置を望む声もあるが、その実現には膨大な費用がかかる。議
会配信を開始することで、より多くの方が議会を傍聴することが
できる。
　現在は、役場建物内で議場の音声が流れるのみだが、アーカイ
ブ配信で議会を視聴できるようにすることで、本庁舎外の町職員
も含め、平日に働いている方、議場まで傍聴に来るのが難しい方
など、多くの方々が議会を視聴することができるようになる。 　　　  佐川町役場 3 階の議場

　　　  ※傍聴席の出入口は上段奥側

　佐川町議会では、令和６年度に議場改修の予算を組み、この機に議会配信を開始
するべく議員全員協議会でも議論を交わしている。

　令和６年１月１８日に、YouTube を利用して議会中継をしている岡山県早島町議会を、
３月１２日には町のホームページで議会配信をしている仁淀川町議会を視察した。

◇早島町議会は平成２４年から、低予算で「とにかく配信を始める」と
いう意識のもと議会事務局、他課職員含め複数名が業務を担当し配信を
してきた。カメラの向きが固定され融通が利かないなど不便な点もあり
ながら中継を続けてきたが、令和６年度に２, ５００万円以上をかけ、大
幅に刷新し YouTube で配信を継続する。

◇仁淀川町議会は令和元年から、庁舎の建て替えを機に議場もバリアフ
リーで高機能に刷新され、中継とアーカイブのシステムを外注し、町の
ホームページで公開する形をとっている、費用は掛かるものの専門職に
よる円滑な編集と、職員異動があっても議会中継に支障をきたさないな
どのメリットがあげられた。

　佐川町にとってより良い議会配信の形を決める段階にきている。インターネットでの配信のメリッ
トはインターネット環境があればどこでも視聴が可能で、より多くの方に議会を知って頂く事ができ
る。また、視聴覚障がいの方にも視聴できるように字幕を付けた発信も必須となってきており、どの
ような形を採用するか予算と人員体制、将来性も加味しながら、慎重な検討が必要である。
　住民の代表者である議員が町の幹部と緊張感を持った活発な議論をする様子を議会配信すること
で、町の方向性がどのように決まっているのかを、わかりやすく伝えることができると考えている。
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２
月
28
日
、
高
吾
北
広
域

町
村
事
務
組
合
議
会
第
一
回

定
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。
提

出
さ
れ
た
議
案
は
、
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
案
を
含
む
条
例

案
３
件
、
令
和
５
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
案
な
ど
を
含

む
補
正
予
算
案
４
件
、
令
和

６
年
度
高
吾
北
広
域
町
村
事

務
組
合
一
般
会
計
予
算
案
を

含
む
当
初
予
算
案
５
件
で
い

ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
た
。

組
合
長
の
諸
般
報
告
の
概

要
で
は
、
令
和
６
年
度
に
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
経

営
改
善
に
つ
い
て
、
経
営
戦

略
を
策
定
す
る
た
め
の
予

算
、214
万
８
千
円
を
計
上
し
、

長
期
的
な
計
画
を
た
て
、
抜

本
的
な
経
営
改
善
に
取
り
組

む
事
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
１
月
末
の
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
回
収
件
数
の
報
告
に

よ
る
と
、
ス
プ
リ
ン
グ
付
大

型
家
具
等
は
マ
ッ
ト
レ
ス
131

枚
、
ソ
フ
ァ
ー
295
台
。

同
月
末
の
消
防
火
災
出
動

高
吾
北
組
合
議
会

日
高
村
佐
川
町

学
校
組
合
議
会

3
月
19
日
、
日
高
村
佐
川

町
学
校
組
合
議
会
が
開
催
さ

れ
た
。
議
案
は
教
育
長
の
給

与
改
正
や
日
高
村
佐
川
町
学

校
組
合
一
般
職
の
職
員
の
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
な
ど
条
例
案

４
件
、
令
和
５
年
度
日
高
村

佐
川
町
学
校
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算
お
よ
び
令
和
６
年

度
日
高
村
佐
川
町
学
校
組
合

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
予

算
案
２
件
で
あ
り
、
い
ず
れ

の
議
案
も
満
場
一
致
で
可
決

さ
れ
た
。

件
数
に
お
い
て
は
11
件
と
、

対
前
年
度
に
比
べ
３
件
の
増

加
。

議
会
事
務
局
長
人
事

　

こ
の
度
、
４
月
１
日
付

の
人
事
異
動
で
事
務
局
長

に
な
り
ま
し
た
山
﨑
と
申

し
ま
す
。

議
会
と
い
う
重
要
な
機

関
の
事
務
局
と
し
て
、
円

滑
な
議
会
活
動
の
補
助
職

員
と
し
て
、
精
一
杯
務
め

て
ま
い
り
ま
す
。
議
員
の

皆
様
方
を
は
じ
め
、
職
場

の
諸
先
輩
方
の
培
っ
て
こ

ら
れ
た
教
え
に
倣
い
、
基

本
を
疎
か
に
せ
ず
、
加
速

す
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

即
応
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

微
力
で
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
か
皆
様
の
ご
指

導
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
事
務
局
長

　
　　
　

 　

山
﨑　

有
岐

～住民の信頼に応えられる議会へ～

議会懇談会を開催します
佐
川
町
議
会
で
は
、『
議
会
懇
談
会
』
を
、
地
区
ご
と
に
開

催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
ご
意
見
を
お
聴
き
し
、
住
み
よ
い
町
づ

く
り
に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

最
寄
り
の
会
場
へ
、
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

テーマ
①　

地
域
の
課
題
に
つ
い
て

②　

人
口
減
少
・
空
き
家
に
つ
い
て

③　
「
ま
き
の
さ
ん
の
道
の
駅
・
佐
川
」
に
つ
い
て

④　

そ
の
他

月　日 地区名 場　　所 時　間

5月  8日(水) 加　茂 集落活動センター加茂の里

午後 7 時

から

5月  9日(木) 尾　川 集落活動センターたいこ岩

5月16日(木) 黒　岩 集落活動センターくろいわ

5月17日(金) 斗賀野 集落活動センターあおぞら

5月20日(月) 佐　川 佐川町役場 2 階大会議室

※ 懇談会は 1 時間半程度を予定しています。



22令和6年5月1日　第98号

議会広報編集委員会
委
員
長　
　

岡
林　

哲
司

副
委
員
長　
　

山
本　

和
輝

委　
　

員　
　

橋
元　

陽
一

委　
　

員　
　

齋
藤　

光

委　
　

員　
　

田
村　

幸
生

※
わ
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

読
後
の
ご
感
想
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

　

広
報
誌
編
集
中
の
４
月
１
日
に
、
孤

独
・
孤
立
対
策
推
進
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
つ
な
が
り
を
感
じ
る
場
所
」
を
「
居

場
所
」
と
言
い
換
え
る
と
、
家
庭
や
職

場
や
学
校
に
自
分
の
そ
れ
が
な
い
こ
と

に
悩
む
人
は
少
な
く
な
く
、「
居
場
所
」

が
な
い
こ
と
は
、自
殺
や
引
き
こ
も
り
、

虐
待
な
ど
の
原
因
に
も
な
り
え
ま
す
。

　
「
居
場
所
」
の
存
在
は
、
孤
独
・
孤

立
の
解
消
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
発
生
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
多
様
な

「
居
場
所
」
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
踏

ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
も
一
人
で
孤
独
・

孤
立
を
抱
え
る
人
た
ち
に
ア
プ
ロ
ー
チ

で
き
る
よ
う
に
、
気
付
き
を
大
切
に
し

て
歩
も
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

幸
生

あなたが選んだ議員の
　仕事ぶりを見にきませんか？

次の定例会は 6 月 7 日（金）午前 9 時
開会予定です。傍聴においでください。

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

園芸用ハウス整備事業 ( 県補助 )【61,507 千円】
1件８農家　豪雪災害施設園芸普及支援補助金
(町単独 )【46,825 千円】38件いちご、トマト、
にら、ピーマンなどの本圃、水稲、野菜育苗ハウ
スで申請があり、概ね令和 5年度の収穫中、ある
いは次期作の作付けが完了済み。

2021 年 12 月の豪雪災害で被災した園芸用ハ
ウスの早期復旧を求める。
（岡林哲司、齋藤光、下川芳樹、坂本玲子の各

議員）

問　被災した園芸用ハウスの早期
　　 復旧を
　　 2022年3月議会一般質問 

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

答　作付けの早い作物は、秋に間に合うよう関係
      機関と協議する
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全
国
的
に
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
が
問
題
と
さ
れ
て

い
る
中
、
議
会
広
報
委
員
会

と
し
て
佐
川
町
の
課
題
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

―
５
次
佐
川
町
総
合
計
画
他

参
照（
２
０
１
６
―
２
０
２
５
）

人
口
減
少
は
な
ぜ
問
題
か
？

　

人
口
減
少
が
引
き
起
こ
す

問
題
は
代
表
的
な
も
の
と
し

て
、
過
疎
化
に
よ
り
地
域
社

会
の
維
持
が
困
難
に
な
り
、
国

全
体
で
は
経
済
、
労
働
人
口

の
減
少
に
よ
る
経
済
成
長
の

鈍
化
、
社
会
保
障
制
度
へ
の

歪
み
な
ど
が
起
こ
り
、
自
治

体
と
し
て
競
争
力
の
低
下
に

も
つ
な
が
る
。

　

つ
ま
り
集
落
活
動
が
維
持

で
き
な
く
な
り
、
商
店
が
減

り
、
町
全
体
の
活
気
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。

佐
川
町
の
現
状

　

現
在
、
佐
川
町
の
人
口
は

３
月
末
時
点
で
１
万
１
９
２

４
人
。

　

近
年
の
出
生
数
は
令
和
４

年
度
48
人
、
令
和
５
年
度
43

人
（
過
去
最
少
）。
高
齢
化

率
は
41
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

佐
川
町
の
人
口
は
、
１
９

５
５
年
（
昭
和
30
年
）
の
１

万
８
７
８
５
人
を
ピ
ー
ク

に
、
減
少
が
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

出
生
数
が
減
少
し
た
要
因

と
し
て
は
、
若
者
世
代
が
町

外
に
流
出
し
、
若
い
女
性
の

数
そ
の
も
の
が
減
少
し
た
こ

と
、
非
婚
化
・
晩
婚
化
の
進

行
、
子
育
て
に
対
す
る
負
担

感
の
増
大
な
ど
に
よ
る
出
生

率
の
低
下
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。

特集シリーズ
人口減少・少子高齢化問題
第１弾　人口減少の動き

　上の図では、佐川町の人口が今後、どのように推移していくのか、人口移動（転入出による増減）と合
計特殊出生率に仮定を置いて、将来人口の推計を行ったものを表にしたもので、 国立社会保障・人口問題
研究所の推計に準拠し、人口の移動は最近の傾向が今後も続くと仮定したものがパターン１であり、 パ
ターン１ をベースとして、合計特殊出生率が 2040 年に人口を長期的に一定に保てる水準（人口置換水準）
の 2.07 まで上昇すると仮定したものが シミュレーション１ 、その上でさらに人口の移動が全くなくなっ
たと仮定したものが シミュレーション２ である。2060 年の人口で比べると、パターン１（5,576 人）と
シミュレーション２（8,767 人） とでは、約 3,200 人もの差が出ることになり、町外への人口流出がなく
なり、合計特殊出生率が上昇することの効果は大きい。また、この効果は、人口の年齢構成にも明確に現
れる。シミュレーション２ではパターン１と比べ、2060 年の時点で、年少人口比率が約８ポイントも高く、
老年人口比率は約２３ポイントも低くなっており、年齢構成に大きな違いが出ることになる。
　パターン１では、16 年後の 2040 年には現在より 3,000 人の人口減少が推測されており、今後の一層の
人口減少対策が必要だとされている。

予測される佐川町の未来のデータ予測される佐川町の未来のデータ
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